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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年4月18日(2013.4.18)

【公表番号】特表2012-520353(P2012-520353A)
【公表日】平成24年9月6日(2012.9.6)
【年通号数】公開・登録公報2012-035
【出願番号】特願2011-553326(P2011-553326)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ  20/36     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 271/16     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 271/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   7/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  30/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 290/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  31/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｃ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ  20/36    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 271/16    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｃ 271/20    　　　　
   Ｃ０７Ｆ   7/18    　　　Ｘ
   Ｃ０８Ｆ  30/08    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 290/14    　　　　
   Ａ６１Ｌ  29/00    　　　Ｊ
   Ａ６１Ｌ  31/00    　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｃ   7/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年3月1日(2013.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉで表される化合物：
【化１】

　ただし、該化合物は少なくとも２個の末端ＯＨ基または少なくとも１個の末端シロキサ
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ン基を有し、さらに、化合物が２個の末端ＯＨ基を有さない場合、ｍａは０より大きく、
　Ｒ７は、Ｈまたは直鎖状または分枝状の、置換または非置換のＣ１－Ｃ４アルキル基で
あり、
　Ｒ２１はそれぞれ独立して、Ｈ、Ｃ１－Ｃ４アルキル基、またはＲ２３であり、
ここで、
Ｒ２３は、Ｒ２５－Ｏ-(ＣＲ２５ＡＨ-ＣＲ２５ＡＨＯ)Ｘ-ＣＨＲ２５ＡＣＲ２５ＡＨ-
［式中、Ｒ２５はそれぞれ独立して、直鎖状または分枝状の、置換または非置換の、Ｃ１
－Ｃ４アルキル基であり、
Ｒ２５Ａはそれぞれ独立して、Ｈ、直鎖状または分枝状の、置換または非置換の、Ｃ１－
Ｃ４アルキル基であり、
ｘは、約１～約５０である］
であり、
　Ｒ５０はそれぞれ独立して、Ｒ５０ＡおよびＲ５０Ｂから選択される二価の基であり、
Ｒ５１はそれぞれ独立して、Ｒ５１ＡおよびＲ５１Ｂから選択される二価の基であり、 
ここで、
Ｒ５０ＡおよびＲ５１Ａは、それぞれ独立して、
【化２】

であり、
Ｒ５０ＢおよびＲ５１Ｂは、それぞれ独立して、
【化３】

であり、
［式中、Ｒ２２は、それぞれ独立して、Ｈ、ハロゲン、または置換または非置換のＣ１－
Ｃ４アルキルであり、ただし、少なくとも１つのＲ２２はＨである］、
　Ｒ５５は、それぞれ独立して、
－Ｏ－、－ＮＨ－、－［ＣＨ２］ａ－、－［ＣＦ２］ｂ－、－［Ｃ（Ｒ２２）２］ｂ－、
Ｒ５５Ａ、Ｒ５５Ｂ、Ｒ５５Ｃ、Ｒ５５Ｄ、Ｒ５５Ｅ、Ｒ５５Ｇ、Ｒ５５Ｈ

から選択される二価の基であり、
ここで、
ａはそれぞれ独立して１～１０であり、
ｂはそれぞれ独立して２～５０であり、
Ｒ５５Ａは、
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【化４】

であり、
Ｒ５５Ｂは、
【化５】

であり、
ｃはそれぞれ独立して１～５であり、
ｄはそれぞれ独立して８～５０であり、
Ｒ５５Ｃは、
【化６】

であり、
ｅは１～１００であり、
Ｒ５５Ｄは、
【化７】

であり、
Ｒ５５Ｅは、
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【化８】

であり、
Ｒ５５Ｆは、
【化９】

［式中、Ｒ２０はそれぞれ独立してＨまたはＦである］
であり、
Ｒ５５Ｇは、
【化１０】

であり、
Ｒ５５Ｈは、
－ＣＨ２-Ｒ５５Ｄ-
であり、
　Ｒ６０は、それぞれ独立して、
Ｈ（ただし、ＨであるＲ６０が１つ以下である）、
ＯＨ、Ｒ２６ＯＨ、Ｒ６０Ａ、Ｒ６０Ｂ、Ｒ６０ＣおよびＲ６０Ｄであり、
ここで、
Ｒ２６は、－［ＣＨ２］ｃ－（式中、ｃは上記で定義したものである）であり、
Ｒ６０Ａは、



(5) JP 2012-520353 A5 2013.4.18

【化１１】

［式中、Ｒ４はＣ１－Ｃ６アルキル基である］
であり、
Ｒ６０Ｂは、
【化１２】

であり、
Ｒ６０Ｃは、
【化１３】

であり、
、および、Ｒ６０Ｄは、
【化１４】

であり、
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　Ｒは、それぞれ独立して、アリール、シクロアルキルおよび脂肪族アルキルまたは芳香
族アルキル、多環芳香族、多環芳香族アルキルまたは多脂環式アルキルであり、
　Ｒ９０はそれぞれ独立して２価のシロキサン含有基であり、ただし、Ｒ９０が２価のシ
ロキサン含有基である場合、それに結合するＲ６０はＨまたはＯＨでなく、
Ｘは、それぞれ独立して、Ｈ、１～約１０個の炭素原子を有し炭素原子間にエーテル架橋
を有するかまたは有さないアルキルまたはハロアルキル部分、または－Ｏ－Ｓi－Ｒ９［
それぞれのＲ９は、独立して、直鎖状または分枝状の、置換または非置換のＣ１－Ｃ４ア
ルキル基である］に相当するシロキサン基、または、フェニル基であり、
ここで、
ｎａ、ｎｅおよびｎｆは、それぞれ独立して１～４であり、
ｍａは、０または１であり、
ｎｃは、それぞれ独立して０～６であり、
ｎｂ、ｏｂ、ｏｃおよびｏｄは、それぞれ独立して０～４である。
【請求項２】
　Ｒ７がそれぞれＨである請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　少なくとも１つのＲ７がＨである請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　少なくとも１つのＲ７が、直鎖状または分枝状の、置換または非置換の、Ｃ１－Ｃ４ア
ルキル基である請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　ｂが２～２０である請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　ｅが１～５０である請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
　ｅが１～３０である請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　ｍａが１であり、ｎｃがそれぞれ０であり、１つのＲ６０がＯＨであり、残りのＲ６０

がＲ２６ＯＨである請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　少なくとも１つの化合物が式ＩＡ：
【化１５】

で表される請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
　ｎａおよびｎｂは、それぞれ１であり、Ｒ５０がＲ５０Ｂであり、Ｒ５１がＲ５１Ａで
あり、Ｒ２６が－ＣＨ２-である請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　少なくとも１つの化合物が式ＩＡ１：
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【化１６】

で表される、請求項１に記載の化合物。
【請求項１２】
　ｍａが１であり、ｎｃがそれぞれ０であり、１つのＲ６０がＨであり、残りのＲ６０が
１価のシロキサン含有基である請求項１１に記載の化合物。
【請求項１３】
　少なくとも１つの化合物が式ＩＢ：

【化１７】

で表される、請求項１に記載の化合物。
【請求項１４】
　少なくとも１つのＸが－Ｏ-Ｓi-Ｒ９である請求項１３に記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｘがそれぞれ－Ｏ-Ｓi-Ｒ９である請求項１３に記載の化合物。
【請求項１６】
　少なくとも１つの化合物が式ＩＢ１：
【化１８】

で表される、請求項１４に記載の化合物。
【請求項１７】
　ｎａ、ｎｂ、ｎｃおよびｎｅがそれぞれ１であり、Ｒ５０がＲ５０Ｂであり、Ｒ５１が
Ｒ５１Ａであり、Ｒ２１およびＲ２２がそれぞれＨである請求項１６に記載の化合物。
【請求項１８】
　少なくとも１つの化合物が式ＩＢ２：
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【化１９】

で表される、請求項１６に記載の化合物。
【請求項１９】
　ｍａが０であり、Ｒ５０がＲ５０Ａであると共にｎａが１であり、ｎｂが０であり、ｎ
ｃがそれぞれ２であり、１つの［Ｒ５５］２が－Ｏ-Ｒ５５Ｄ-であり、その他の［Ｒ５５

］２が－Ｒ５５Ａ-Ｒ５５Ｄ-であり、ｏｃおよびｏｄがそれぞれの場合に０である請求項
１に記載の化合物。
【請求項２０】
　少なくとも１つの化合物が式ＩＣ：
【化２０】

で表される請求項１９に記載の化合物。
【請求項２１】
　少なくとも１つのＲ６０がＲ６０Ｃである請求項２０に記載の化合物。
【請求項２２】
　Ｒ６０がそれぞれＲ６０Ｃであり、次の式ＩＣ１：
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【化２１】

で表される請求項２０に記載の化合物。
【請求項２３】
　それぞれのｎｅおよびそれぞれのｎｆが１であり、次の式ＩＣ２：
【化２２】

で表される請求項２２に記載の化合物。
【請求項２４】
　ｍａが０であり、Ｒ５０がＲ５０Ａであると共にｎａが１であり、ｎｂが０であり、１
つの［Ｒ５５］２が－Ｏ-Ｒ５５Ｄ-であると共に１つのｎｃが２であり、［Ｒ５５］５が
－Ｒ５５Ａ-Ｒ５５Ｄ-Ｒ５５Ｃ-Ｏ-Ｒ５５Ｄ-であると共に１つのｎｃが５であり、それ
ぞれの場合に０であるｏｃおよびｏｄを有し、１つのＲ６０がＲ６０Ｃであり、その他の
Ｒ６０がＲ６０Ｄである、請求項１に記載の化合物。
【請求項２５】
　少なくとも１つの化合物が式ＩＤ：
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【化２３】

で表される請求項１に記載の化合物。
【請求項２６】
　化合物が式ＩＤ１：
【化２４】

で表される請求項２５に記載の化合物。
【請求項２７】
　少なくとも１つのＲ５５がハロゲン置換アルキルである、請求項１に記載の化合物。
【請求項２８】
　少なくとも１つのＲ５５がフッ素置換アルキルである請求項１に記載の化合物。
【請求項２９】
　少なくとも１つのｎｃが１であり、少なくとも１つのＲ５５が、－［ＣＦ２］ｂ-、Ｒ
５５Ａ （ここで、Ｒ２２は、Ｈおよびハロゲンから選択される）、Ｒ５５Ｂ（ここで、
Ｒ２２はＨおよびハロゲンから選択される）、およびこれらの２つ以上の組合せである請
求項１に記載の化合物。
【請求項３０】
　Ｒ２２がＨおよびＦから選択される請求項２９に記載の化合物。
【請求項３１】
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　ｍａが０であり、Ｒ５０がＲ５０Ａであると共にｎａが１であり、ｎｂが０であり、か
つＲ５５は、次に示す群：
-ＣＨ２-Ｏ-ＣＦ２-Ｏ-(ＣＦ２-ＣＦ２-Ｏ)ｘ-(ＣＦ２-Ｏ)ｙ-ＣＦ２-ＣＨ２-Ｏ-
-ＣＨ２-Ｏ-ＣＦ２-Ｏ-(ＣＦ２-ＣＦ２-Ｏ)ｘ-(ＣＦ２-Ｏ)ｙ-ＣＦ２-ＣＨ２-(Ｏ-ＣＨ２

-ＣＨ２)ｚ-Ｏ-
ＣＨ２-(Ｏ-ＣＨ２-ＣＨ２)ｚ-Ｏ-ＣＦ２-Ｏ-(ＣＦ２-ＣＦ２-Ｏ)ｘ-(ＣＦ２-Ｏ)ｙ-ＣＦ

２-ＣＨ２-(Ｏ-ＣＨ２-ＣＨ２)ｚ-Ｏ-
の１つ以上となる組合せを含む（ここで、ｘ、ｙおよびｚは、それぞれ、群平均分子量が
約１５００～約４５００となるように選択される）、請求項１に記載の化合物。
【請求項３２】
　ｘ、ｙおよびｚが、それぞれ、約２０００～約４０００の範囲の群平均分子量となるよ
うに選択される、請求項３１に記載の化合物。
【請求項３３】
　請求項１～３２のいずれかに記載の化合物を含む反応性組成物。
【請求項３４】
　請求項１～３２のいずれかに記載のモノマー。
【請求項３５】
　請求項１～３２のいずれかに記載のマクロマー。
【請求項３６】
　請求項１～３２のいずれかに記載のオリゴマー。
【請求項３７】
　請求項１～３２のいずれかに記載の化合物から形成したヒドロゲル。
【請求項３８】
　請求項３７に記載のヒドロゲルから形成したコンタクトレンズ。
【請求項３９】
　少なくとも１つのＲ７がメチルである請求項１に記載の化合物。


	header
	written-amendment

